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ノリッジ訪問記

　ロンドンのリヴァプール・ストリート駅から

ノリッジ行きの列車に乗ったのは、12月24日の

朝のことだった。ロンドンは前日まで重苦しい

灰色の雲が垂れ込め、気温も低く、時々小雨も

降っていたのだが、クリスマス・イヴのその日

は青空が広がる快晴で、まさにエクスカーショ

ンに打ってつけの日和だった。

　ほとんど誰も東っていない車両で、ぼんやり

と外の景色が流れていくのを眺める。列車がロ

ンドン市内を出てしばらくすると、目の覚める

ような緑の芝生が線路の両側に延々と続いてい

る。冬でも枯れない西洋芝がどこまでも広がっ

ている。それ濁見ながら自宅の庭にも植えたい

ものだなどと取りとめもないことを考える。

　途中、車掌が検札に来る。黒人のその車掌の

言葉はなまっていて、“May l see your ticket、

please?"の“May"を“My"のように発音する。で

もこうしてfull sentenceで話されると理解可

能だが、なまった上に、省略されるとわからな

いことが多い。その度に聞き返すことになる。

hearingは難しい。

　そもそもノリッジに行こうと思い立ったの

は、私の研究対象のトマス・ブラウン(Sir

Thomas Browne､ 1605-1682)が30代前半から

死ぬまで過ごした町がノリッジだったからであ

る｡ブラウンの時代にはもちろん鉄道などなく、

馬車で行き来していた。おそらく３日くらいか

かったであろう。それが今ではロンドンから日

帰りで行けるようになっている。ノリッジはロ

ンドンの北東約180キロのところにある都市で。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
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河　　野 豊

　　ノーフォーク州の州都である｡その歴史は古く、

　　ローマ人がイングランドにいた頃にまで遡る。

　　地理的にヨーロッパ大陸に近いため、貿易の拠

　　点になっていた(大陸までの距離はロンドンま

　　での距離とほぽ等しい)。 Norwichは10世紀に

　　は、Northwicと呼ばれていたが、それは｢北の

　　村｣という意味である(“wic"を｢港｣の意と取

　　ることもある)｡征服王ウィリアム１世の土地台

　　帳(the Domesday Book､ 1086)にぱNoruic"

　　と書かれている。ノリッジが自治権を持つ

　　“city"になったのは1194年で、獅子心王リチャ

　　ード１世の特許状による。日本では鎌倉幕府が

　　聞かれた頃である。その後、14世紀にヨーロッ

　　パで猛威を振った黒死病はノリッジにも伝わ

　　り、当時の人口(約６千人)の５分の２の人々

　　が死亡したと推定されている。

　　　中世までにノリッジはイングランド最大の城

　　壁都市になっていて、17世紀までには最大の地

　　方都市になっていた。また15世紀頃までは毛織

　　物工業の中心地となり、大陸からの移住者たち

　　によってもたらされた技術によって、様々な製

　　晶が作られていた。

　　　そうこうするうちに列車はノリッジに到着し

　　た。午前10時20分。ロンドンから１時間50分で

　　あった。青地に白の文字で“Welcome to Nor-

　　wich"と書かれた掲示板が目に入る。イギリス

　　の鉄道には改札口というものがないので(地下

　　鉄は別だが)､列車からホームに降りるとそのま

　　ま駅舎の出口に向かう。周りでは出迎えの人と

　　挨拶を交わす光景がそこかしこで見られる。ノ
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ノリッジ駅の掲示板

リッジは終着駅なので東京の私鉄のターミナル

のように線路がプラットホームの端で終わって

いる。それを見ると、ああ、ここまで来たんだ

なという感慨がこみあげてくる。 18世紀のイギ

リスの小説家ローレンス・スターンに『センチ

メンタル・ジャーニー』という作品があるが、

それほどではなくとも、旅というものは人を感

傷的にさせるところがある。

　駅舎は立派な建物で、外壁には時計がついて

いる。その写真を撮った後、市の中心部に向か

う。ウェンサム川に架かる橋を渡って、プリン

ス・オブ・ウェールズ・ロードという道を歩き

出す｡橋のそばにぱThe Compleat Angler” と

いうパブ・レストランがあった。言うまでもな

くlzaak Waltonの作品にちなんでつけられた

名だ。

ノリッジ駅

一

　　　道はゆるやかな登り坂になっていた。しばら

　　く歩き続けると正面にノリッジ城が見えてき

　　た。 12世紀に建てられたその城は現在博物館に

　　なっている。城を左手に見ながらなおも歩いて

　　いくと右に折れる別の道があってその先は繁華

　　街らしかった。ここまではあまり人は見かけな

　　かったが、さすがにこの辺りは大勢の人で賑わ

　　っている。ピザやクレープの屋台には行列がで

　　きている。冷たい風が吹いていて肌寒かったの

　　で私も何か暖かいものを買おうかと思ったが長

　　い行列を見てやめた。そして何はともあれ観光

　　案内所（Tourist lnformation Centre）に行こ

　　うと思い、手元の小さな地図で探す。この時は

　　まだその簡単な地図しか持っていなかったの

　　で、場所がよくわからない。市役所を正面に見

　　て、その右手のギルド・ホールの中にあること

　　はわかるが、肝心のギルドホールの位置が不確

　　かである。市役所の前にその付近の案内図があ

　　り、それを見ながらギルドホールを探す。しば

　　らく歩き回った後、人に聞いた方が早いと思っ

　　て、ある中年の婦人に聞くと、親切に教えてく

　　れたのはいいが、言われたとおり歩いていって

　　も見つからない。仕方がないので繁華街で別の

　　男性にまた聞く。すると市役所の右手にあると

　　言われる。それはわかっているのだけれどと思

　　いつつ、またその方面に向かう。するとようや

　　く見つかった。先ほど見た市役所前の地図上の

　　位置とは全然違うところであった。案内所の看

　　板もごく小さいもので、少し離れると見分けが

　　つかない。やれやれやっと見つかったと思って

　　中に入る。無料の観光マップか何か貰えるかと

　　思って、係りの人に聞いてみるが、あまり詳し

　　いものはなく、繁華街を中心にレストラン、ホ

　　テル、駐車場などが載っているだけのものだっ

　　た。でもそこでは絵葉書やら地図やらノリッジ

　　市のロゴ入りトレーナーやら市の案内ビデオや
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セント・ピーター・マンクロフト教会

らが売られていたので、絵葉書と地図とビデオ

を買って外に出る。

　最初に行くのはもちろんブラウンの墓のある

セント・ピーター・マンクロフト教会である。

教会はマーケット・プレイスと呼ばれる広場を

はさんでギルド・ホールの向かいにあった。 15

世紀に建てられたその教会はノリッジで最も大

きな教会である。そもそもノリッジには数多く

の教会がある。道を歩いていると教会にでくわ

すと言ってもいいくらいである。中世には57の

教会があり、現在でも30以上ある。

　教会の脇の入り口から入っていくと、牧師が

何やら紙を手渡してくれる。見るとこれからこ

の教会で始まるクリスマス・イブの式典の式次

第とクリスマス・キャロルの歌集であった。そ

れでふと教会内を見渡すと大勢の人が席に着い

ていて、私の後からもぞくぞくと入ってくる。

私は何だか場違いな気がして、ブラウンの墓さ

え見たら出て行こうと思い、先ほどの牧師に墓

がどこにあるのか聞いた。次から次へと入って

くる人に式次第と歌集とを手渡すので忙しい牧

師に聞くのは悪い気がしたけれども。しかし牧

師は親切に教えてくれた。それによると、墓と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー

　　　　　　　　　　　　　　河野　豊:ノリッジ訪問記

　　言っても碑銘板が教会の柱に埋め込まれている

　　だけで、場所は正面奥の祭壇の右側とのことで

　　あった。写真を撮っていいかと聞くと、あと10

　　分で式が始まるから、それまでだったら構わな

　　いと言われたので、写真を撮りに祭壇の方へ行

　　くことにした。そこに行くことは、すでに席に

　　着いている人の前に出ていくことを意味した。

　　何だあの東洋人はというような視線を一瞬感じ

　　たが、イギリス人は表面的には他人のことを気

　　にしないようにしているので、私も気にしない

　　ことにして前に出て行った。ざっと見渡しだけ

　　れど､あと10分と言われてあせっていたせいか、

　　ブラウンの碑銘版は見つからなかった。あまり

　　前にいてもよくないので、脇に行くと、地下室

　　から聖歌隊の少年がぞろぞろと出てきた。地下

　　室には赤い服を着た牧師がいたので、彼にもう

　　一度聞いてみようと思い、聖歌隊の少年に下に

　　降りていいかと聞くと、いいと言われたので、

　　降りて行った。赤い服の牧師は、あるのは知っ

　　ているけれど、どこかは知らないと言う。そし

　　て銅像ならあるのだｶ号と言って、窓の方を指

　　さした。すると窓の向こうにはまぎれもなくブ

　　ラウンの銅像が見えた。そういうものがあると

　　はつゆ知らなかったので私は非常に驚いた。牧

　　師は私についてくるように言い、我々は教会内

　　を探し回ったが、やはり見つからなかった。そ

　　うこうするうちに式が始まるとのアナウンスが

　　あったので、私は出て行こうかと思ったが、せ

　　っかくの機会だからと思い直し、式に出ること

　　にして、隅の方に座った。

　　　式はオルガンの演奏で始まった。教会で実際

　　にオルガンを聞くのは初めてであった。奏者は

　　先はどの赤い服を着た牧師で、少年聖歌隊の姿

　　も見える。天井の高い教会内に朗々と響き渡る

　　オルガンの壮麗な調べは、キリスト教徒ではな

　　くとも感動的であった。その後、聖書の朗読や

25－



別府大学アジア歴史文化研究所報　第14号(1996)

Ｉ
Ｉ
働
｝

Ｃ●･ﾛIS

RIldill

THE CHURCH OF ST.PETER MANCROFT

　CHRISTMAS EVE CAROL SERvlCE

　ForTheatreRoyalStaffandFriendsandtheCastQf

OPenmgPrayer

'一曲ｌｉｌ歯ｅ固＠徊国agdi'

　　　　　●111,11s.s.

Ｃ紅・IDavldSh旧?,V1ほlandTheal哺Chaplain

GQdrestyemenyGenllemen

lsalahgvv2,6＆7 ThePgphet柘「allslheb･nhoraSaviQur－「eadbyausha

AsnlallgmupofChQ1池oysslng㎝M15

Rssji･●

C●｢9ll7

Rldll●

C･llll

Re･djll

Cay●lj

li.adigl

l.●SI?!

111dinSI･

Le吻QtoGodajd’ChrlslmasEve’－ほaj

WhlleShepherdswa恥hed也elrnockj

CFほISTMASBLESSING

ＡＮＤＥＶ!．ＲＹＳＵＣＣＥＳＳ

TMAc抽｢'s Cb皿｢aun㎞isie Qgnisal･回amu&hwhlchlheChttp://www.d.mlnlslen.拍lhe

alemmment四iss.oa．�all.dnglinst㎞sanag．inxgh.its.200.hgnｓ..co.jplainちad.lts.ChiMr.'s

Ch．i炒TNslSranlsts'chlldgn.lti5aisoa細1QwaipofChi如即swQ咳･nglnsh㎝busiusSwho町恥a卯ly

the1｢falthlnandia4ghthelrchognF4ess�.hrdslilsorlkAc柘｢s･Chu心UnIQns㎡membershlp,wha

ls卯aloali,plagask加Tha如Chapiis.lahttp://www.PluhChuti.ｃｏ．ｊｐａｒｄａ

1,11112,1－11－Chli●ilblailld11.㎞一一。㎡byCIliQn●Ms－-GI㎞al

　　　　　　　　　　　　　　(pliligi智MsaSf)

AI●ljlmm11●lslmlofGlaり

Lll･atSalsCllls－s･diyDssadns7i創nlmlT･an)

　　　　　　　　･ndKsllawmsCF11111s･pl

A●り'llM･lμΓlchildllseSMilCfibl

AChfilm･IGigslSlaり一回･d・M･｢1CIriy{SimpleSimQnj

￥ollchoicenrc●･ls劃lhlsit－lilllwi11♭･●1el.

CildsiisT1皿11Dll－s・byMiaGﾛー｢

QrismsGias・-hyT911WileollJsk｣

As,!la11μoupofCh�φQysslngcamls.

Rq4mg　　　Jlmmygl96pregntstQo(RlchmalC∽mptQn)－readbyPe哨rWil知n(Ch･erExgul've)

ShorlAddMss　　TheRevd CanonDavidSh釘?,TleaむでChaplajn

Car9111　　　Hark,lhehaaldangelssln8

l'｢ayers　　　led叫TleRevd RJchelSlmper,TleatreChaplai自

Read,ng　　(omeoη,Godl

CIroll6　　　0come.allyefalthrul

Ａ１１ＡＰＰＹＣＲＲＩＳＴＭＡＳＴＯＹＯＵＡＬ１．

説教と、クリスマス・キャロルの合唱とが交互

に練いた。その合唱はてっきり聖歌隊が全部歌

うものだと思っていたが、それは３曲ほどだけ

で、残りは参拝借も立ち上がって歌うのであっ

た。入り口で歌集を手渡された意味がその時判

った。私だけ座っているわけにもいかず、歌う

たびに立ち上がったが、どういう曲かは知らな

いので、歌詞を見ていることしかできなかった

のは残念であった。

　少年聖歌隊だけの合唱も、日頃から訓練して

いるのだろう、素晴らしいものだった。それを

聞いていると、イギリスの作曲家ベンジャミ

ン・ブリテンの合唱曲『クリスマス・キャロル

の祭典』という美しい曲を思い出した。

　説教や合唱の間に、教区の子どもたちがサン

タクロースに宛てた手紙が読まれたり（その多

くは笑いを誘った）、自作の詩や怪談の朗読があ

ったりして、参拝借は結構楽しんでいるようだ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー

式典の式次第

ThisSto問lsdldica弛dbOXTsk吻and冶r雄勁or

　　　　SOPHIAANN(X)DDARD

　　咄･diedMsshl5哨.1S01、9･425.

　　　71erom秘fshggwiｉsuFiQf

　　　　　Lu一階仙dEgia
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　　　　Fneadshlp仙dA俘ectian、

　　った。そういう光景を見ると、キリスト教は今

　　でも人々の生活にしっかりと根付いているのだ

　　と思わざるを得ない。同じようなことは、ロン

　　ドンで年老いた浮浪者にタバコをくれと言われ

　　たときにも感じた。その時私は彼にタバコを一

　　本渡して、ライターで火をつけたのだが、彼は

　　丁重に礼を言い、去り際には何どGod　bless

　　you."と言った｡たかがタバコー本でそんなこと

　　を言われるとは夢にも思わなかったので非常に

　　驚いた。そういう言葉は本の中では見たことは

　　あったが、実際に面と向かって言われるのは初

　　めてだった。もちろん浮浪者は私が考えるほど

　　大袈裟な表現だとは思っていないのかもしれな

　　い。しかしそんな言葉が彼の口からごく自然に

　　出てくるのも、やはりキリスト教のせいなのか

　　と妙な感慨がこみ上げてきたのだった。そして

　　教会内の参拝借の熱心な様子を見るにつけ、彼

　　らと我々との宗教のありかたの差を実感した。
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ブラウンの碑銘板

　１時間ほどで式が終わったので、私は再びブ

ラウンの碑銘板を探すことにした。最初に言わ

れた所にもう一度行って、さっきよりも丹念に

探すと、柱のかなり上の方にあるのが判った。

ラテン語で書かれた碑銘板には、この柱の下に

ブラウンが眠っていると書かれていた。その碑

銘板を建てたのは妻のドロシーだとも書いてあ

った。今まで本の中でしか出会わなかったブラ

ウンとその妻が急に身近に感じられた。約３百

年前に現実に生きて、付近を歩いていたのだと

今更ながら思った。

　、教会を出ると、先ほど教えられた銅像を見に

行くことにした。ヘイ・ヒル（Hay HiH）と呼

ばれる広場にそれは立っていた。周りは様々な

店が並ぷいねば繁華街である。銅像は台座を入

れて４メートルくらいのかなり大きなもので、

壷のかけらを手にしたブラウンが椅子に座り、

瞑想に耽っている姿であった。これを見ると、

ブラウンの著作『壷葬論』（召y血涙顔/面､1658）

を思い出さずにはおれない。台座には銅像が

1905年に立てられたと書いてある。それはブラ

ウンの生誕３百年の年である。この時にロンド

ンやノリッジで各種の催しが行なわれたことは

知っていたが､銅像のことは全然知らなかった。

その前で写真を撮ってもらおうと、いかにも観

光客らしいことを考えた私は、銅像のそばで遊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

河野　豊：ノリッジ訪問記

ブラウンの銅像

んでいる３人の10歳くらいの少女の一人に声を

かけた。彼女は快く引き受けてくれたので、無

事記念写真におさまることができた。

　その後有名な大聖堂を見に行こうと思い、マ

ーケット・プレイスからタクシーに乗った。数

分で大聖堂に着く。運転手にチップも含めて料

金を払うと、彼ぱMerry Christmas　and　a

Happy New Year!"と言って去って行った。こ

の言葉は、この時期に買い物をしたり、タクシ

ーに乗ったりすると決まって言われるものであ

る。

　大聖堂は12世紀に建てられたノルマン様式の

見事なもので、これまでに何度か火災に遭い、

27－
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ノリッジ大聖堂

17世紀の内乱や第二次世界大戦で被害を受けな

がらも、その都度修復され、美しい姿を今に伝

えている。大聖堂は、俗な言い方をすれば、ノ

リッジの目玉、観光スポットなので、寒い季節

にもかかわらず、多くの観光客が訪れていた。

　　『日記』で名高いジョン・イーヴリン（John

Evelyn､1620-1706）が、1671年にノリッジを訪

れたときも、ブラウンはイーヅリンを案内して

この大聖堂に来ている。イーヴリンはブラウン

の家に行ったときのことを日記に書き残してい

て、それには、ブラウンの家は「全体が楽園で

あり、珍品の飾り戸棚であった。その最上のコ

レクション、特に貨幣や書物、自然界の事物の

戸棚を見ると、昨夜のごたごたの後の私の気分

は非常によくなった｡」と書かれている。ブラウ

ンは大聖堂以外にもイーヴリンを案内してノリ

ッジのあちこちに行っており、イーヅリンはノ

リッジの通りの清潔さや建物の立派さに感心し

ている。

　大聖堂は高い尖塔を持っている。内部は広々

として、窓にはめ込められたステンドグラスが

美しい｡柱や壁には彫刻が入念に施されている。

歴史の本を見ると、よく教会の建設に数十年。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

　　長ければ教百年もかかったと書いてあったりす

　　るが、これはどの規模のものを建てるにはそれ

　　も無理からぬところだろうと思う。

　　　大聖堂は観光スポットだけあって、ギフトシ

　　ョップも充実しており、いろいろ興味深いもの

　　が売られていた。ミニチュアの大聖堂もあって、

　　思わず買いかけたが、壊れそうなのでやめた。

　　　大聖堂を出ると、目の前に古書店があったが

　　閉まっていたので入れなかった。前々日に行っ

　　たウィンチェスターでは古書店を二軒見つけ

　　て、据り出し物を于に入れられたので、その時

　　も一瞬期待したのだが。

　　　そこで古書店は諦めてマーケット・プレイス

　　に行くことにした。中世の面影が残っているエ

　　ルム・ヒル（Elm HiH）通りを歩く。通りの両

　　側には骨董や工芸品を売る店が並んでいたが、

　　古書店と同じくクリスマス休暇のためほとんど

　　全部閉まっていたのは残念であった。しかし丸

　　い石が敷き詰められた通りは歩いているだけで

　　も十分楽しめた。

　　　前述したようにマーケット・プレイスはギル

　　ド・ホールとセント・ピーター・マンクロフト

　　教会の中間にある。文字通りそこは何十という

　　テントが立ち並ぶ市場で、大勢の人でごった返

　　していた。数百年も前からここでは同じように

　　様々な物が売られていた。ざっと見て回ると、

　　各店には衣類、装身具、絵画、野菜、果物、中

　　古レコードなどが雑然としかも大量に並んでい

　　る。そこかしこで店員と客とのやり取りが間こ

　　える。ハンバーガーを売る店からはおいしそう

　　なにおいが漂ってくる。店と店との間の通路は

　　幅１メートルほどしかない。雑多な店の中で最

　　も目に付くのは服を売る店であった。ノリッジ

　　は今でも毛織物製品を得意にしていることがよ

　　く判った。一時間ほどぶらぶらしていたが結局

　　そこでは何も買わなかった。
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　その後、古書店の代わりというわけではない

が、Waterstone'sという新刊書店に入った。こ

の書店はロンドンにもあったからチェーン店な

のだろう。現代の小説家・批評家ピーター・ア

クロイドの新作訂訴凹泌y柚回㈲いこは心惹か

れたが、荷物が重くなるので買わなかった。新

刊書はインターネットだと為替レートで買える

　(送料は多少かかるが)｡店の二階に上がるとま

ず目に付くのが伝記コーナーである。イギリス

人の伝記好きはつとに有名だが、実際に壁一面

に並んだ伝記を見ると改めて思い知らされる。

日本では全然知られていない人物の分厚い伝記

がいくらでもある。棚にはMorton H. Cohen

によるルイス・キャロルの最新の伝記があった

ので、これは買うことにした。ルイス・キャロ

ルには以前から興味があって、学部の卒論はキ

ャロルで書こうと思ったくらいである(結局別

の作家にしたが)｡その本を買って店を出ると外

はもう暗くなりかけていた。冬のイギリスは午

後四時を過ぎるとうす時くなってくる。あまり

暗くなってからロンドンに帰るのも気が進まな

いので、駅の方に向かった。

　来たときと同様、プリンス・オブ・ウェール

ズ・ロードを歩く。途中にケンタッキー・フラ

イドチキンの店があって、店の前の道には何台

か車が止まっていた。そう言えば今日はクリス

マス・イヅだったと思い出す。ブリッジ駅に着

いたのは午後四時半、切符は来る時に日帰り往

復乗車券を買っておいたので、ぼんやりとベン

チに座ってロンドン行きの列車が来るのを待

つ。やがて列車が到着した。車内の清掃が済ん

でから車両に乗り込む。やはりあまり乗客はい

ない。列車は五時五分に駅を出発した。ロンド

ンには一時間五十分ほどで着くことになってい

る。車掌が検札に来る。行きと同じく黒人だっ

た(もちろん別人であったが)。この時は簡単に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー

　　　　　　　　　　　　　　河野豊:ノリッジ訪問記

　　“Ticket､pleaseフとだけ言われた。

　　　途中駅のコルチェスターで二人連れの乗客が

　　乗ってきた。彼らは日本人で大阪弁を喋ってい

　　た。曰く「この荷物、むっちや重いやんけー」

　　　「ほんまかー」という調子である。思わず振り

　　返りかけたが、我慢した。それはイギリスに来

　　てから初めて耳にする日本語であった。

　　　午後七時前に列車はリヅァプール・ストリー

　　ド駅に着いた。先はどのニ人の日本人の後から

　　列車を降りた。彼らは彼らの他にも日本人が乗

　　っていたことに気がついていなかった。二人は

　　私の前を歩いていたので、見るとはなしに見る

　　と、茶髪をした学生風の人たちであった。「むっ

　　ちや重いやんけー」と言っていた荷物のトラン

　　クは確かに重そうで、「割れ物注意」というステ

　　ッカーが貼ってあったのがおかしかった。一体

　　何か入っていたのだろう。外はもう真っ暗で、

　　道がよくわからなかったが、セント・ポール大

　　聖堂を目印に西に向かう。やがて美しくライト

　　アップされた大聖堂が見えてきた。すると車が

　　行き交う道の真ん中に出て大聖堂の写真を撮っ

　　ている人がいた。確かにきれいなので私も真似

　　をして撮った。さすがに道の真ん中には出なか

　　ったが。

　　　大聖堂を後にしてフリート・ストリートをさ

　　らに西に向かうと、ストランド・ストリートに

　　なる。そこに私の宿泊しているホテルがある。

　　　いったんホテルに戻って荷物を置いてから近

　　くのレストランに食事に出かけた。結構空腹だ

　　ったので､レストランではステーキを注文した。

　　隣の席にはフランス語で会話をしている中年の

　　夫婦が座っていた。店内にはＢＧＭが流れてい

　　る。曲は知っているのだが、曲名がどうしても

　　思い出せない。気になってしばらく考えたがや

　　はり曲名は出てこない。半ば諦めかけた時、絶

　　妙のタイミングで隣の席の夫の方が“E.T.”と
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言っているのが耳に入った｡私はそれを聞いて、

心の中でそうだそうだ、映画のＥ．Ｔ．のテーマ

音楽だったと思い、彼に感謝した。あまりに嬉

一 30－

しかったので思わず、“God bless you.”と言

いかけた、ということはなかった。
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